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国際政策研究会
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〈鹿児島市〉
桜島火山爆発総合防災訓練～外国人への対応 ～
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大正噴火から１１０年が経過した現在、次なる大規模噴火への備えが必要
な時期に来ており、毎年「桜島火山爆発総合防災訓練」を実施

【桜島火山爆発総合防災訓練の種類】

①住民避難訓練（11月）

・住民主体の避難訓練や避難促進施設の避難確保計画に基づく避難訓練に
より、自助・共助による避難意識の向上

・防災関係機関相互の緊密な連携による各種の災害応急対策能力の向上

②避難所体験・展示訓練（1月）

・桜島・市街地の住民の避難所体験

・市街地側への大量降灰時の避難計画説明等による火山防災意識の向上
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鹿児島市の桜島火山爆発総合防災訓練



１ 日 時：令和６年１１月１６日(土) ８時３０分～１２時００分

２ 実施場所

(1) 訓練全般：桜島全域

(2) 避難所(仮想)：南栄リース桜島アリーナ（桜島総合体育館）

３ 訓練参加者等

関係機関等６６団体・参加者数計１，３４９人

４ 訓練での取組

住民避難行動の確立、要配慮者等の避難、防災関係機関等の活動

①住民避難訓練について
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〇 今回の訓練の特徴
避難促進施設（観光客等利用施設）からの避難確保計画に基づく、外国人を含む

観光客等の避難行動

・ コロナ禍後の観光需要回復により、インバウンドを含む多くの観光客が
桜島を訪れる中、住民はもとより観光客の生命も守るため、桜島島内の観
光客等利用施設において、各施設の計画に基づき、外国人を含む観光客役
の方を避難誘導する訓練を実施



概要図
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観光客役施設所管課
（情報伝達課）

避難促進施設
人数依頼先

１１名（４）

鹿児島医療
技術専門学
生、鹿児島
市国際交流
財団

船舶局総務課、営業課①桜島港フェリーターミナル

６名観光振興課
②国民宿舎

レインボー桜島・マグマ温泉

５名（２）（観光振興課）③桜島ビジターセンター

３名生産流通課④桜島海づり公園

６名（２）
世界遺産・ジオ・ツー
リズム推進課

⑤道の駅「桜島」 火の島めぐみ館

１０名（３）（危機管理課）⑥桜島国際火山砂防センター

４

避難促進施設（観光客等利用施設）の避難訓練

１

計４１名（１１）

（ ）は外国人

「外国人観光客役」として実際の外国人参加者 １１人

・（公財）鹿児島市国際交流財団の協力を得て、外国人観光客「役」を配置し、各施
設の計画に基づき、外国人を含む観光客役の方を避難誘導する避難訓練を実施。

・日本語の防災行政無線放送に続けて多言語（英・中・韓）での放送を行ったほか、
多言語の指差し確認カードを用いて、外国人観光客役の避難誘導を実施。

外国人を含む観光客の避難訓練



多言語放送（英・中・韓３か国語）（文）
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指差し確認カード①
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指差し確認カード②
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住民避難訓練参加の様子

道の駅「桜島」火の島めぐみ館の避難行動

外国人観光客への避難行動説明 指差し確認カードで状況説明

桜島国際火山砂防センターからの避難行動
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１ 日 時：令和７年１月１１日(土) ９時３０分～１２時３０分

２ 実施場所

谷山中学校（グラウンド・体育館・武道館）

３ 訓練参加者等

桜島住民、地域住民、中学校生徒、防災関係機関（計１，５４９名）

４ 訓練での取組

(1) 住民に対する市街地側への大量降灰時における避難の説明

(2) 避難所体験訓練 ※避難所運営に関する説明

(3) 人命救助及び応急復旧に関する展示訓練 等

②避難所体験・展示訓練について
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（公財）鹿児島市国際交流財団との協定に基づく多言語支援センターの設置・
運営訓練を実施

・ 避難所運営の問題点である言葉の壁を取り除くため、日本語を話せない外
国人が避難所に避難した後の対応を訓練
「避難所に訪れる外国人役」として実際の外国人参加者６人



避難所体験・展示訓練の様子

相談所窓口の設置の様子①

相談所窓口の設置の様子③

相談所窓口の設置の様子②

パネル展示で説明
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訓練支援の外国人の方の感想等

【住民避難訓練】
〇 全般
・ 初参加だったが、避難にあたり誘導など非常に分かりやすかった。

【避難所体験・展示訓練】
〇 全 般
・ 英語での説明があり、とても理解しやすかった
・ 災害時に起こり得る状況を学び、対策を考えられた
・ 災害時に発生する可能性のある問題と、その対応の練習が重要

〇 日本人とのコミュニケーション課題
・ 翻訳アプリが役立った（多言語対応を含む）
・ 標準的な質問と回答をまとめたものがあればいいと思った
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訓練参加者（日本人）の感想等
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【住民避難訓練】
〇 防災行政無線

・ 防災行政無線の多言語放送が屋外のみで、観光等施設内では
届きにくい（聞き取りづらい）。

〇 避難促進施設
・ 多言語の録音音声をタブレットなどで再生できる準備が必要

【避難所体験・展示訓練】
〇 全 般
・ 不安を感じている外国人への安心感の付与が重要

〇 外国人とのコミュニケーション
・ 英語以外の言語は翻訳機が必要（人手不足の解消）
・ やさしい日本語の理解促進
・ 防災用語に関する知識が必要

〇 その他
・ 必要情報記入用紙の準備



今後の検討の方向性等について
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☆ 災害発生前に対する外国人の避難・誘導【住民避難訓練】
〇 災害情報、避難情報を認識させるための方法・手段について
・ 防災行政無線、※緊急速報メール（日本語）、観光施設内での誘導・案内

※下線は、訓練では未実施

※ 観光施設等の避難誘導訓練は、継続的に実施するとともに、引き続き外国
人にも理解容易な方法・手段（各施設への放送音源の提供、指差し確認カー
ドの内容更新、翻訳機等導入検討）については要検討

※ 外国人（観光客等）が直接情報をとるための手段である、外国人旅行者向
け災害時情報提供アプリ「Safety tips」（観光庁）、生活情報ポータルアプリ
「KagoTips（カゴティップス）」（鹿児島市）の紹介、ダウンロードの推奨

☆ 災害発生後の避難所等での受入れ【避難所体験・展示訓練】
〇 避難所への速やかな受入れ、生活支援について

※ 受入側の語学力の向上
※ 多言語に対応できる翻訳機等の準備・導入
※ 必要情報記入用紙等の準備、それに伴う考慮事項

（健康面（服用薬）、宗教（食事（ハラール対応）、礼拝等））



【最後に】

住民はもとより観光客の生命も守り「大規
模噴火でも犠牲者ゼロ」を目指し、あらゆる
事態を想定した訓練を今後も実施してまいり
たい。

ご清聴ありがとうございました。

Do you have any questions?
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